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研究成果の概要 

本研究課題では、かご型構造を持つクラスター分子に特有の「三次元芳香族性」という性質に着目し、

化学反応の駆動力として利用した触媒設計コンセプトの実証と実用化を目指している。2024年度では、

前年度に報告したカルボラン触媒を用いる芳香族ハロゲン化反応を利用し、新規ナノカーボン分子の

構築について主に検討を行った。環状メタフェニレンなどのナノリング分子や、ヘリセンなどのらせん

構造を持つ分子について、効率的に多重ハロゲン化反応が進行する反応条件を確立し、これらをビルデ

ィングブロックとしてナノカーボン分子の合成に着手した。導入したハロゲン基を、カップリング反応

によって各種Ｃ-Ｃ結合に変換することを達成し、それらを更に化学変換することで、クインチュレン

などの未踏破化合物の合成に挑戦している段階にある。また本研究課題の遂行には、ホウ素クラスター

分子の新たな合成戦略が必要になると考え、有機分子に対してカルボランを導入するための新規試薬

を開発し、それを用いた反応開発に着手した。具体的には、スルホニウム型のカチオン性試薬を開発し、

フォトレドックス触媒を利用したラジカル形成に基づく新反応を見出している。この成果を発展させ

ることで、芳香族クラスターを用いたイオン性化学種の活性化コンセプトの一般化に向けて、独自のア

プローチが可能になると考えている。 
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